
洲本市域学連携事業１０周年記念シンポジウム ポスターセッション

【会社概要 事業説明】 ＃設立 ＃1982年11月 ＃企業理念 ＃夢と勇気が人を育てる

取組実績（2021年～2023年）
2021年度から洲本市をフィールドに大学のPBLプログラムを継続的に開催。
2023年度には市内関係者らとともに「淡路島クエストカレッジ」を開校。

①大阪経済大学プログラム 淡路島CBL （シマトワークス）

■実施概要

ＣＢＬ（Creative Based Learning）とは課題解決型学習の一つであり、
学内にとどまらず、学外に赴き、学ぶ短期間のプログラム。今回は淡路島の
株式会社シマトワークス様ご協力のもと、『ワーケーションという新しい働き
方を淡路島でのフィールドワークを通して学ぶ』をテーマに実施。

■実施目的

新しい働き方「ワーケーション」を推進している淡路島まで実際に出向いて、
新しい働き方の価値観を学び、キャリアに対する視野を広げてもらう。

②第2のふるさとづくりWS （ODKソリューションズ）

■実施概要

洲本市千草竹原地区で2泊3日、民家のリノベーションやフィールドワーク
を通して、洲本市に学生が集う拠点づくりの一角を担う体験。

体験後に、洲本市からNFTを活用した認定書（ふるさとパスポート）を発行

→個人の活動履歴証明となり、限定コミュニティへの参加権や飲食店での
割引に活用する等、継続的な関係人口づくりに寄与する取り組みへ

■実施目的

地方創生という社会課題に対し、大学生が自治体関係者や地域おこし協力
隊の方と交流する中で、街の新たな魅力発見と課題解決の方法を、自身の
体験を通して探究する。

③P-1グランプリ（LEVIAS）

■実施概要

Web3.0を用いて地方創生につながる新規ビジネスを企画する、
ビジネスアイデアコンテスト（ピッチコンテスト）

入賞した企画考案者にはNFTを賞品として発行し、「学んだ経験」を現金化。
企画によっては、新規ビジネスとして実社会に貢献し得る機会の提供を目指す。

■実施目的

ブロックチェーン技術など、Web3.0をはじめとする最新技術や社会課題につい
ての学習機会を設け、若い世代へ高いリテラシーを身に着ける機会を提供する。
同時に、地方が有する現状理解を進め、地方との関わる機会の創出に繋げる。

④大阪経済大学 × 武庫川女子大学 実践プログラム

■実施概要
大学と洲本市による「域学連携」10周年をテーマにマステアートを考え、大
阪経済大学・武庫川女子大学と合同の37名6チームに分かれて制作。また、
洲本現地では、まちの人にインタビューをする活動も行い、洲本市の魅力だ
けでなく、課題や良いところが知られていない現状をキャッチ。最後には洲
本をより良くするアイデア提案発表も行った。

▼mt展開催中、洲本市役所エントランスに展示

参加者の声

自分は今までチームワークなんて効率が
悪い、一人でやった方が良いものが作れ
る、といった考えを多少持っていたが、
もしかしたら違うのかもしれないと感じ
た。

仲間がいるともう一度考えるのも楽しいし、
同時に成長出来る。当然違う考えを持って
いる人がいるし、自分にとって新たな考え
が生まれる。今回の研修ではそういうこと
を考えさせられた。

今後の展望
域学連携、淡路島クエストカレッジの推進を。地域活性化起業人として、社員を洲本市に派遣。
“企業の強み”と“地域の資源や魅力”を活かし、課題解決や活性化に繋がる【学びの場】を市内に創出する。

①探求

アカデミックな内容と並行し、
社会情勢に直接関わるより
実践的な探求カリキュラムを
創出する

②出会い

出会いを通し「自ら考え行動
できる」「チーム創出を主体
的に実施できる」「デジタル
ツールを活用できる」人材を
輩出する

③就業

様々な企業がプログラムを
通して、自ら学ぼうとする若
者と出会い、就業機会を提供
する

当社は、2023年9月、経済産業省「リスキリングを通じたキャリアアップ支援
事業」の補助事業者に採択が決定。学び、就職（転職）するまでの過程の中で、
洲本市の淡路島クエストカレッジをその学び場の1つとする。

■学生の安定流入の枠組み

▼今後の機会提供（プログラム）イメージ

https://careerup.reskilling.go.jp/より抜粋

多くの大学との取引を持つ当社にて、地域と大
学との連携の役割を担い、学びの機会を創造。

プログラムを通して得られたこと、やり残したこ
とや課題を整理し、次の世代に継承し続けてい
く連続性を有した体制をつくる。

■プログラムの継続運営可能な経済性の確保

大学の課外授業、企業のリクルーティング機能を両立
させることで、経済面での継続性を確保することをめ
ざす。（協力企業の模索）

域学連携や淡路島クエストカレッジの「連続性」「継続性」の課題に対する取り組み キャリア相談・リスキリング・転職までを一体的に支援

洲本での出会いやプログラム
参加を通して、スキルアップ。
（淡路島クエストカレッジを
”冒険人”が集まる場に）

企業がスポンサーとなり、学生
や若者の学びを支援。クエスト
カレッジで学んだ若者の採用も。

https://careerup.reskilling.go.jp/

